
はじめに 
センター長 酒見隆信 

  
地域医療科学教育研究センターは平成 14 年 4 月 1 日に佐賀医科大学医学部附

属「地域包括医療高度化推進センター」として学内措置で設置され、平成 15 年

4 月 1 日から医療連携システム部門、福祉健康科学部門、地域包括医療教育部門

の 3 部門からなる医学部付属の省令施設として正式に認められた。平成 26 年 4
月 1 日現在開設 12 年を迎え、この報告書に記載されているように活動が充実し

てきています。 
医療連携システム部門（部門長 竹生政資教授）は佐賀大学医学部情報関連

部門の中核をなしており、学術情報処理センター（医学サブセンター、竹生サ

ブセンター長）、附属病院医療情報部（高崎准教授）の面々が協力し合い医学部・

学内情報ネットワークの構築・運用ならびに地域医療連携ネットワーク構築な

ど、地域をキーワードにした医療連携の教育・研究プロジェクトを展開してい

ます。平成 20 年度採択された総務省地域 ICT 利活用モデル事業（遠隔医療）（5
年間）関連の「ICT を活用したがん登録システムの構築に関する研究」、佐賀県

における産学官包括連携協定に基づく連携協力事業（6 者協定関連事業）の「地

域 ICT 利活用モデル構築事業（遠隔医療モデルプロジェクト）」が進行中であり、

地域医療連携ネットワーク構築の実質化をめざしています。 
福祉健康科学部門（部門長 堀川悦夫教授）は高齢者・障がい者の支援につ

いての科学的基盤に基づいた教育・研究活動を行っており、認知神経心理学分

野（堀川教授）とリハビリテーション工学分野（松尾准教授）をコアとして構

成されています。医師・看護師養成過程の基盤教育や地域での臨床・実践研究

をはじめ、医学科・看護学科はもとより、附属病院の各診療科とも共同で活動

を行い、地域医療に貢献している。堀川教授は平成 22 年度終了の佐賀大学先導

的プロジェクト研究推進の高度化「医工福祉連携による障がい弱者支援イノベ

ーションプロジェクト」に続き平成 21 年度～平成 24 年度に「障がい者の就労

支援に関する高等教育カリキュラムの開発―障がい者就労支援コーディネータ

ー養成―」が文部科学省特別教育研究経費、平成 23 年度～平成 25 年度「先進

的学際アプローチによるヒューマンケア・イノベーション開発」が佐賀大学研

究プロジェクトとして採択されております。すでに佐賀県における産学官包括

連携協定に基づく連携協力事業（6 者協定関連事業）として採択されている「認

知症総合サポート事業」は、6 者協定事業の中から先導的役割を担う事業として

設定されたリーディング事業の方針に合致する事業二のうちの一つとして認定

され 24 年度～26 年度６者協定リーディング事業として提案されており、佐賀

大学他学部及び地域関連機関との共同研究を視野に入れて更なる活動が期待さ



れています。松尾准教授は平成 22～24 年度「重度肢体不自由児の自立移動と自

律生活に関する研究」が大学推進経費研究シーズ・プロジェクトに採択され、

福祉施設との協働で、障害者はじめ住民への住環境・福祉用具の導入・改善な

ど具現化相談など発展的に活動を広げ、民間企業と「利用者の自立をサポート

する次世代介護ベッドの共同開発」「高齢者車いすの共同開発」の研究課題で福

祉機器の開発を進めています。平成 25 年 6 月 1 日付けで坂本麻衣子助教が 3 年

の任期で堀川教授の下に赴任されました。 
地域包括医療教育部門（部門長 酒見隆信教授）は、専任の酒見教授、小田

准教授を中心にして、ハワイとの医学教育に関する研究交流、ハワイ大学から

の学生実習受入、ハワイ大学への短期留学支援などを通じて日本の医学部、医

科大学における新しいＰＢＬ教育(problem-based learning)、日本の教育環境に

合致した日本版ＰＢＬ教育の確立、更に進化した形での TBL (Team-based 
learning) への展開を総合診療部と協力し、国内外に本学の先進的医療教育を発

信しています。6 年一貫の継続的・段階的な臨床実習・技能訓練と学習段階に応

じた問題基盤型学習を更に深化させる事が期待されています。また、「PBL/TBL
における教育方法改善支援システムの構築」が高い評価を受け本学における評

価反映経費の対象となりました。平成 25 年 7 月 1 日付けで福留健司准教授が配

属されました。 
各部門の報告は、部門長がとりまとめたものであり、それぞれの部門の特色・

独自性が出ていると思われたので、統一した編集作業はおこなっていない。セ

ンター教職員一同、地域に密着した教育研究に邁進する所存ですので、ご指導

とご鞭撻くださいますようお願いいたします。 
本年度の地域医療科学教育研究センターの支援経費は福祉健康科学部門「地

域における一般高齢者認知機能訓練教室の効果検証」と「医工商連携による身

体障害者（児）の褥瘡予防器具の研究開発のためのクッションとマットレス等

の各種材料の収納棚の整備事業」、地域包括医療教育部門「学生による地域住民

への出前授業支援事業」にセンター部門長会議で決定しました。 
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医療連携システム部門 平成 25 年度報告 

 

１．医療連携システム部門のスタッフ構成 

 

専任スタッフ： 

竹生政資（部門長・教授） 

富永広貴（准教授） 

 

併任スタッフ： 

高崎光浩（准教授）．．．医療情報部（附属病院） 

一ノ瀬浩幸（教務員）．．．先端医学研究推進支援センター 

 

 

２．竹生政資（部門長・教授）の活動報告 

 

２．１ 教育活動 

 

（１）講義など 

(1) 情報基礎概論 医学科 1 年 

(2) 情報基礎概論 看護学科１年 

(3) 情報基礎演習Ⅰ 医学科 1 年 

(4) データ解析入門 履修希望者 

(5) ユニット９ ＰＢＬ チューター 医学科 4 年 

(6) 医学科選択コース（001 生体情報データ解析） 医学科 6 年の履修希望者 

(7) 医用情報処理特論（大学院・医学修士課程） 

(8) 医用統計学特論（大学院・医学修士課程） 

(9) データ処理・解析法（大学院・医学博士課程） 

(10) 医療情報システム論（大学院・医学博士課程） 

 

（２）講習会など 

(1) 新規採用職員への情報セキュリティ講習会および情報システム利用講習会 

(2) 看護学科編入生，大学院生の新入生への情報セキュリティ講習会および大学情報

システム利用講習会 

 

２．２ 研究活動 



 

 

（１）著書 

 

（２）研究論文 

(1) Models of compensatory molecular evolution: Effects of back mutation, Motoshi 

Ichinose, Masaru Iizuka, Junko Kusumi, Masasuke Takefu, Journal of 

Theoretical Biology, Vol.323, pp.1-10, 2013 

(2) The Effect of Hot Pack Treatment to Chronic Stress for the Patients, Having 

Stiffness of Shoulders or Lumber, Hanachiyo Nagata, Yushi Ito, Norio Akaike, 

Akira Honda, Masahiro Nakano, Junzo Watada, Masasuke Takefu, Takao 

Shindo, Toshiko Oki, Kumiko Satou, Fusako Fujii, Ayaka Hamamoto, Naokazu 

Iwamoto, Kayo Sakai, Tatuya Koga, Yukimitu Satou, pp.313-320, Vol.17, No.1, 

2014 

 

（３）学会発表 

(1) The Sixth International Conference on Information, May 8 - 11, 2013,  Hotel 

Arcadia Ichigaya, Tokyo, Japan Hosted by International Information Institute, 

Tokyo, Japan, INFORMATION'2013 Program Measurements of plasma 

DHEA-S as a possible biomarker for chronic stress in students preparing for 

the national license examination, Hanachiyo Nagata, Ayaka Hamamoto, Yushi 

Ito, Norio Akaike, Masahiro Nakano, Junzo Watada, Masasuke Takefu, Takao 

Shindo, Toshiko Oki, Kumiko Satou, Fusako Fujii, Naokazu Iwamoto, Tatuya 

Koga, Yukimitu Satou 

(2) Serum Cortisol Evaluation of Back Massage Effect for Students Having 

Stiffness Shoulder before the National Examination for Clinical Laboratory 

Technician, Hanachiyo Nagata, Junzo Watada, Masahiro Nakano, Ayaka 

Hamamoto, Yushi Ito, Masasuke Takefu, Takao Shindo, Akira Honda, Kumiko 

Satou, Fusako Fujii, Yukimitu Satou and Norio Akaike, Eighth International 

Conference on Innovative Computing, Information and Control (ICICIC2013), 

September 14-17, 2013, Kumamoto, Japan, ICICIC2013-SS13-08 (Vol.8, No.5, 

2014) 

 

（３）学内および学外との共同研究 

(1) 九州歯科大学・飯塚勝准教授と集団遺伝学における Compensatory Molecular 

Evolution（互助的分子進化）に関する共同研究 

(2) 筑紫女学園大学・一ノ瀬元史教授と集団遺伝学における Compensatory Molecular 



 

Evolution（互助的分子進化）に関する共同研究 

(3) 九州大学・楠見淳子講師（比較社会文化研究院環境変動部門）と集団遺伝学にお

ける Compensatory Molecular Evolution（互助的分子進化）に関する共同研究 

(4) 純真学園大学・永田華千代講師と母性看護学に関する共同研究 

 

２．３ 組織運営活動 

 

（１）各種委員会の委員としての活動 

(1) 情報企画委員会 

(2) 総合情報基盤センター運営委員会 

(3) 総合情報基盤センター運用委員会 

(4) 地域学歴史文化研究センター運営委員会 

(5) シンクロトロン光応用研究センター運営委員会 

(6) ＥＡ２１委員会 

(7) 利益相反委員会 

 

（２）総合情報基盤センターの副センター長としての活動 

 

総合情報基盤センターの江口技術専門職員と共同して，医学部の情報システムおよびネ

ットワークシステムの日常的な運用・管理を行い，それ以外に以下の活動を行った． 

 

(1) 校舎講義棟の建物改修工事に伴い，2013 年 9 月までに校舎講義棟内の医学サブセンタ

ーのすべての機器および物品を一時保管場所に移動し，改修工事が終わった後，2014

年 3 月までに元の場所に復元する作業を行った．特に，講義棟以外のコンピュータネ

ットワークは工事期間中も継続して運用する必要があり，サーバ機器は図書館の電算

室を仮設置場所として継続運用できるようにした． 

(2) 校舎講義棟の建物改修工事後にコンピュータ実習室，医学サブセンター事務室および

サーバ室が大幅に変更されることになったため，改修後のレイアウト設計行い，天井

照明変更や電子錠の変更，習室の PC の台数増設の予定になどにも対応するように施設

課や学生課などとも整を行ない，新講義棟で 2014 年 4 月から授業等が行えるようにし

た． 

(3) 平成 15 年 2 月末導入予定の医学サブセンター次期システムの仕様策定作業の支援を行

った． 

 

 



 

３．富永広貴（准教授）の活動報告 

 

３．１ 教育活動 

 

（１）講義など 

(1) 基礎生命科学（物理） 医学科 1 年 

(2) 基礎生命科学（物理学実験） 医学科１年 

(3) ライフサイエンスの物理学（基礎教養科目） 

(4) 医療統計学 医学科 1 年 

(5) ユニット 12 ＰＢＬ チューター 医学科 4 年 

(6) 医用情報処理特論（大学院・医学修士課程） 

(7) 医用統計学特論（大学院・医学修士課程） 

(8) データ処理・解析法（大学院・医学博士課程） 履修希望者 

(9) 医学科選択コース（002 生体情報データ解析） 履修希望者 

 

Ａ.講義（富永） 

・基礎生命科学（物理）では，自然科学の基礎である物理学を通して人類が自然をどのよ
うに理解してきたのか，自然現象は数学でどのように表現されるのかなどの自然科学的
な世界観の構築を目指して講義を行っている．コンピュータ実習室を使用し，講義資料
をコンピュータファイルとして配布することで，学生が手元で講義内容をいつでも閲覧
できるようにして学習効率の向上を図っている．また，自作のプログラムを開発し、毎
回，ランダムに座席を指定した座席表を掲示して出席率向上、学生の私語の抑制による
授業中の集中度のアップをはかってきた．この手法はかなり効果があり学生の出席率は
平均 95％を超えている。学生からの意見・要望・質問などは毎回授業終了時、出席確認
メールにて行い，質問には次回の講義にて必ず回答している． 

 H2３年度から、学生の理解度を向上させるため、「ユーイングの装置によるヤング率測
定」，「洗面器を使ったカルマン渦列発生」を始めいくつもの演示実験を行っている。今
年度もいくつかの新たな演示実験を追加した。 

・医療統計学では、試験とともに最後に２０問程度のレポートを課すことで，具体的にパ
ソコン上での統計処理を学ばせている。このレポートに関しては、今年度も「大変だが，
将来の為に有益である」という旨の感想が多数寄せられた。基礎生命科学（物理）と同
様にコンピュータ実習室の特性を生かして講義開始時と終了時に電子メールにて出席を
とることにより，学生の出席率は常に 95%を越えている． 

Ｂ.基礎生命科学（物理学実験）（富永，一ノ瀬） 

 平成１６年度からの新カリキュラムにおいて，基礎生命科学の実験・実習は医学科全員



 

もしくは半数で一斉に行なうことになり，それ以前までに行っていたような、学生を複数
のグループに分けて１０程度のテーマを順番に数日かけて同時に行わせるという形態を取
ることができなくなったため，平成１７年以降は１学年をＡ，Ｂ２つのクラスに分け，他
の講座の実習と１日交代で，以下の３つの実験テーマを１題目につき２日間で行っている． 

(1)単振り子による重力加速度の測定 

 単振り子の振動周期を測定することで，佐賀大学医学部での重力加速度を測定する．
簡単な機材のみを使っても，丁寧な実験をすることで相対誤差１％以内という高い精度
で測定ができることを実際に体験させる．また単に重力加速度を測定することが目的で
はなく，実習を通じて基本的な測定器の使い方，データの取り方・まとめ方，誤差評価
の仕方，レポートのまとめ方といった，実験全般に通じる基本的な事柄を習得させるこ
とを目的としている． 

(2)電気・電子回路の実験 

 電気回路の基本的な測定器であるテスターの使い方をマスターし，代表的な電子部品
の働きを理解する．さらに実際にデジタル回路や発振回路を作成してその基礎を学び，
オシロスコープの基本操作を学ぶ．また人体の電気抵抗や，家庭用電源の電圧，周波数
も測定し，医療分野は言うまでもなく日常生活にあふれている様々な電気・電子機器に
対する理解を深めることを目的としている． 

(3)光学の実験 

 「光学の実験」では，以下のような内容の実習を行った． 

・組み合わせレンズの働きを理解し，望遠鏡，顕微鏡の原理を学ぶ． 

・単凸レンズの焦点距離を求めてその働きを理解し，人体の眼球やカメラの原理を学ぶ． 

・単凹レンズの焦点距離を求めて，その働きと原理を学ぶ． 

・溶液の濃度の違いによる屈折率の違いを理解し，屈折率計の原理を学ぶ． 

学生のアンケートでも実習に対する評価はおおむね好評であり、特に高校までの教育課
程で実験実習に慣れ親しんだことのない学生が多く、有益であったという感想が多く寄
せられた． 

 

３．２ 研究活動 

今年度は、「カオスによる輸送現象の研究」に加えて、新たなテーマの研究「加振された
ボルトナット系の現象論的モデルの研究」を開始した。 

 

【学会発表】 



 

 

以下に、研究集会「力学系・振動子系・非一様性」にて発表したポスターを添付する。 

 

1  電子情報通信学会非線形問題研究会 2013 ,5 , 27

2 2013 ,9 , 25-28

3  富永広貴  少数自由度カ オ ス 力学系の記憶関数の構造 2013 ,9 , 25-28

4  加振さ れたボルト ・ ナ ッ ト 系の現象論的モ デル 2013 ,11 ,30 E-14

5  加振さ れたボルト ・ ナ ッ ト 系の現象論的モ デルの分岐  研究集会「 力学系・ 振動子系・ 非一様性」 2014,3,17

6 2014,3,28

 富永広貴,  宮崎修次  加振さ れたボルト に取り 付けら れた ナ ッ ト の運動に関する 現象論的モ
 デル ∼ 二次元周期外力系における 弾道的運動と カ オ ス 的拡散 ∼  

 信学技報,NLP2013-17 ,pp43-46

 富永広貴,  宮崎修次  加振さ れたボルト に取り 付けら れたナ ッ ト の運動に関する 現象論∼ 二 
 次元周期外力系における 弾道的運動と カ オ ス 的拡散 ∼ 

 日本物理学会2013  年秋季大会  日本物理学会講演概要集,  第68  巻,
 第2  号, p 272

 日本物理学会2013  年秋季大会  日本物理学会講演概要集,  第68  巻,
 第2  号, p 273

 富永広貴,  宮崎修次  第119  回日本物理学会九州支部例会

 富永広貴,  宮崎修次

 富永広貴,  宮崎修次  加振さ れたボルト に取り 付けら れた ナ ッ ト の運動に関する
 現象論的モ デル II

 日本物理学会第69 回年次大会  日本物理学会講演概要集,  第69  巻,
 第1  号, p 318



 

 
 
 



 

３．３学内支援業務 

 

・ＣＢＴ（Computer Based Test）実施支援（富永,一ノ瀬） 

  医学教育の支援業務として，当部門の富永は，医学部共用試験の一部である CBT のサ
イトマネージャとして，一ノ瀬はその補助として，試験実施のためのコンピュータシス
テムの準備，試験実施時のシステムの管理及びトラブル対処，試験後のデータの抽出及
び共用試験実施機構へのデータ送付を担当した．平成 2５年度はコンピュータ実習室が
講義棟耐震工事のため使用できず、附属図書館にて３回に分けて実施した。３回に分け
て行なった大学は無いということで，システムチェックを事前に入念に行った甲斐あっ
て，今年度も前年同様システム上のトラブルは起こらず無事試験を終了することができ
た．実施機構から派遣されたモニター委員の方からは、３日間という状況でも何ら問題
がく厳正に実施されたと高評価をいただいた。 

 
 

３．４組織運営活動 

１．附属図書館医学分館運営委員会 

２．入試関連委員会（2 委員会） 

３．全学共有自学自習システム専門委員会 

４．Open Campus 医学科紹介 



 

４．高崎光浩（准教授）の活動報告 

 

４．１ 教育活動 

 

（１）講義など 

(1) 看護統計学（看護学科） 

(2) プレゼンテーション技法（看護学科） 

(3) web 表現（デジタル表現技術養成プログラム；主題） 

(4) プログラミング表現（デジタル表現技術養成プログラム；主題） 

(5) 地域医療科学特論（大学院） 

(6) 医用情報処理特論（大学院） 

(7) 医療科学研究法（大学院） 

(8) 医療科学研究実習（大学院） 

(9) プレゼンテーション技法（大学院） 

(10) 情報リテラシー（大学院） 

 

（２）学外非常勤講師等 

情報科学１（佐賀県立総合看護学院 看護学科１年） 

保健統計学（佐賀県立総合看護学院 保健学科１年） 

情報科学２（武雄看護リハビリテーション学校 看護学科２年） 

長崎県看護協会認定看護管理者制度ファーストレベル 看護情報学 

 

（工夫している点） 

学部生を対象とした科目、(1)看護統計学、(2)プレゼンテーション技法、(3)web 表現、(4)プロ

グラミング表現は講義とそれに関連した PC 演習を併用して実施している。各演習では、操作法な

どの詳細な説明などが必要なため、スクリーンに投影してもよく見えないので、e ラーニング学習

管理システム(LMS: Learning Management System)に資料を掲載して、各自の PC で閲覧できるよう

にしている。また、データ入力などに時間を割いてしまうと本来の目的が達成できないので、例題

はすべてデータ入力が完了した状態でダウンロードできるようにしている。 

授業中に行った課題の提出も LMS でオンラインで行っているが、各学生の理解度確認を目的とし

た課題は送信した学生と教員だけが参照できるファイル送信機能を使用し、ほかの学生の課題をお

互いに参照する必要がある課題はフォーラム機能を使用するなど、目的に応じて行うことにより、

教育効果の改善を目指している。 

LMS に掲載した講義資料には学生自身がオンラインでメモを書き込めるようにしており、予習時

に不明な点をメモしておいたり、授業中に説明を聞きながら重要な点を書き足したりできるように

している。また、講義資料に学生が書き込んだがメモを付与した状態で pdf ファイルが生成できる

ようになっているので、従来の配布資料（パワーポイント等の縮小印刷物）よりも使いやすい資料

が提供できる。さらに、教員は資料のページ毎に学生がどのようなメモを記入しているか一覧で確

認できるようにしているので、学生がどこがわからないと思っているのか、教員が強調したことが

伝わっているかなどを確認し、資料の改編や指導法の改善などに活用している。 



 

 

４．２ 研究活動 

ICT を活用したがん登録システムの構築に関する研究 

 佐賀県におけるがん患者数は，国立がん研究センター研究班による推定値が約 5,500 人であ

るのに対し，佐賀県が把握している推計罹患者数は 4,500 人であり，計算上約 1,000 名のがん

患者が未把握という状況である。 

 登録数に関しては，医療機関ごとの届出の協力体制や調査に対する理解の相違などの要因に

より施設差が生じている。届出率の高いがん診療連携拠点病院においても，がん登録実務にお

ける作業負担（収集データのシステム分散を主因）が大きく，情報通信技術(ICT)等の活用に

よる改善が必要である。さらに，死亡調査票からの関係医療機関に対する遡り調査に協力が得

られない場合があり，予後調査の精度に影響が生じている。 

 がん診療連携拠点病院においては，電子カルテシステムやオーダリングシステム等の診療支

援用情報システムが稼働しているため，がん登録に必要な情報についても多くが電子的に保存

されているにもかかわらず，届け出に必要な情報の元になるデータの格納場所が，検査部門シ

ステムであったり，病理部門システムであったりと分散しており，それらのシステムから網羅

的かつ自動的にデータを収集する仕組みは存在していないため，たとえ電子カルテシステムが

導入されていても多くの操作が必要であり，実務者の業務負担はきわめて大きい。 

 このような背景に基づき，がん見つけ出しに病院情報システムのデータを活用できるシステ

ムを整備することは，実務者の業務負担軽減になるだけでなく，登録漏れの軽減や登録データ

の質の向上に繋がり，結果として佐賀県のがん登録全体の改善に繋がると考え，平成 22 年度

より佐賀県の受託研究として実施してきた。 

 平成 22 年度は，国立がん研究センター院内がん登録室が提供している Hos-CanR および

CaseFinder を導入し，佐賀大学医学部附属病院のデータウェアハウスシステム

（HOPE/DWH）と連携させるインタフェースを開発した。 

 Hos-CanR、CaseFinder を選択した理由は，国立がん研究センターで実際に利 

用されているシステムであること，運用・維持コストがリーズナブルであること，システム比

較検討の時点で，300 施設以上で実際に導入されていること，実務者の要望が仕様改訂に反映

されやすい点などである。 

 上記システムの導入により，院内がん登録実務におけるがん症例見つけ出しの効率を向上さ

せ、フィルタリング機能の検証と改善を繰り返すことにより，検出精度を改善することができ

た。 

 



 

 

電子カルテシステムと連携して CaseFinder でがん登録症例のみ付け出しを行う 

 

 平成 23 年度は，本システムが，各がん診療連携拠点病院をはじめとした他の施設で利用が

可能となるよう，Casefinder の円滑な導入及び運用をガイドラインとなるドキュメント，症例

見つけ出しの機能強化を実現する補助ツールを作成した。 

 平成 24 年度は，がん登録システム運用における補助ツールの機能強化及びがん登録実務者

支援学習環境のさらなる整備を行った。さらに，蓄積されたデータを分析し、医療機関や県民

に向けてその結果をわかりやすく公開することができるように，がん登録データの分析・利活

用に向けた BI(Business Intelligence)ツールの導入と利用環境の構築も行った。 

 本年度は上記の成果に基づき，県内の他のがん診療連携拠点病院である佐賀県医療センター

好生館と唐津赤十字病院に本システムを導入することとし，技術面及び運用面での支援を行っ

た。 

 当院は富士通社製の電子カルテ，好生館は NEC 社製の電子カルテ，唐津日赤は富士通社製

のオーダリングシステムと，ベンダーやシステム規模も異なっていたが，フィルタ設定、ファ

イルフォーマットなどモデル化された構成で導入することで、導入期間の短縮、費用削減を実

現できた。 

補助ツールに住所情報転送、CF 内のデータ 2 次利用・集計、腫瘍情報（病理、検査、手術）

をがん登録システムへ反映させる機能を追加した。 

一方，抽出可能な情報や運用に違いがあり個別設定も必要であった。標準的導入パターンの構

築は完成したと考えられるが、実稼働までは施設環境に応じて調整が必要であることを強調し

ておきたい。 

 



 

 
BI ツールを用いた院内がん登録データの分析例 

 

 

【論文】 

1. 古川 尚子, 河口 康典, 大枝 敏, 泉 夏美, 江口 仁, 水田 敏彦, 藤井 進, 高崎 光浩 他: 
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54(5): 307-316, 2013. 

2. 相良 かおる, 小野 正子, 小作 浩美, 鈴木 隆弘, 高崎 光浩, 嶋田 元：分かち書き用辞書

ComeJisyo の評価 医療情報学 32(6): 301-307, 2013. 
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Multicentre Discharge Summary Database. MEDINFO Proceeding 1064, 2013.08. 

5. 古賀崇朗，中村隆敏，高﨑光浩 他：デジタル表現技術者養成プログラムの修了研究におけるデ
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7. 鈴木 隆弘, 土井 俊祐, 本多 正幸, 嶋田 元, 高崎 光浩 他：テキストマイニングによる退院
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４．３ 組織運営活動 

 （併任） 

 全学教育機構 准教授（併任） 

 医学部地域医療科学教育研究センター 准教授（兼担） 

 医学部附属病院画像情報処理サービスセンター 副センター長 

   〃    動作解析・移動支援開発センター 副センター長 

   〃    地域医療支援センター 副センター長 

 

 （各種委員会委員等） 

 佐賀県診療情報地域連携システム協議会 

 佐賀県診療情報地域連携システム実務担当者会議 

 国立大学法人佐賀大学情報企画委員会 

 国立大学法人佐賀大学情報公開・個人情報保護委員会 

 佐賀大学総合情報基盤センター運営委員会 

 佐賀大学総合情報基盤センター運用委員会 

 佐賀大学高等教育開発センター運営委員会 

 佐賀大学医学部附属病院医療情報部委員会 

 佐賀大学医学部附属病院広報委員会 

 佐賀大学医学部附属病院広報誌編集委員会 

 佐賀大学医学部附属病院地域連携室運営委員会 

 佐賀大学医学部附属病院地域医療支援センター運営委員会 

 佐賀大学医学部附属病院画像情報処理サービスセンター運営委員会 

 佐賀大学医学部附属病院動作解析・移動支援開発センター運営委員会 

 

 

 

５．一ノ瀬浩幸（教務員）の活動報告（医療連携システム部門における分のみ） 

 

５．１ 教育活動支援 

 

(1) 情報基礎概論（医学科 1 年）アシスタント 

(2) 情報基礎演習Ⅰ（医学科 1 年）アシスタント 

(3) 基礎生命科学（物理）（医学科 1 年）アシスタント 

(4) 医療統計学（医学科 1 年）アシスタント 

(5) 基礎生命科学（物理学実験）（医学科１年）指導 

(6) 情報基礎概論（看護学科１年）アシスタント 



 

 

５．２学内支援業務 

 

ＣＢＴ（Computer Based Test）実施支援（富永,一ノ瀬） 

  医学教育の支援業務として，医学部共用試験の一部である CBT のサブサイトマネージャを担当し

た．平成 2５年度はコンピュータ実習室が講義棟耐震工事のため使用できなかったため，附属図書館

にて３回（３日間）に分けて実施したが，特にシステム上のトラブルはなく，無事試験を終了した． 

 



 

 

 

 

福祉健康科学部門 

報告書 

  

































佐賀大学 医学部附属地域医療科学教育研究センター 福祉健康科学部門 リハビリテーション医工学分野 松尾清美研究室 

福祉健康科学部門 リハビリテーション医工学分野 

松尾清美研究室の 2013 年度研究活動報告書 
 

松尾 清美 

2014/03/31 

 

 

 

佐賀大学 医学部附属地域医療科学教育研究センター 福祉健康科学部門 リハビリテーション医工学分野 松尾清美研究室 



佐賀大学 医学部地域医療科学教育研究センター           2013 年（平成 25 年）度 松尾清美研究室 

 

 

2013 年（平成25年）度 福祉健康科学部門 リハビリテーション医工学分野 

松尾清美研究室の生活行動支援の研究と普及活動 

 

 松尾清美研究室は、佐賀大学医学部附属地域医療科学教育研究センター 福祉健康科学部門のリハビリテ

ーション医工学分野である。松尾研究室では、障害者や高齢者の地域生活や住宅内での生活の自立度を高

くするため、あるいは介助負担の少ない生活を支援するための生活行動支援方法について研究すると共に、

その普及活動を行なっている。以下に、2013年度の研究活動と普及活動の実績を報告する。 

 

１．松尾清美研究室（リハ医工学分野）の生活行動支援の実績 

１－１．2013年（平成25年）度の生活行動支援の状況 

 身体障害者や高齢者からの福祉用具等に関する相談件数に関しては、当研究室に生活行動支援の相談に

来られた件数や佐賀大学医学部附属病院の各科からの計測や生活機器の適合相談、佐賀整肢学園や嬉野特

別支援学校や柳川療育センターなどの子供の生活行動支援に関する相談、佐賀県や他の県などからの相談

件数を記載する。また、住宅や施設のバリアフリーや公共の施設のユニバーサルデザインに関する相談件

数、企業からの機器や環境の相談件数、各種委員会への参画件数などを以下に記載する。 

１）身体に障害をお持ちの方からの福祉用具や補助器具に関する相談  

  ①福祉健康科学部門の実験室での福祉用具の適合・・・・・・・・・・・・・・・ ９５件 

  ②医学部附属病院外来からの相談・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１件 

   （ リハ科 12 件、皮膚科 3 件、小児科 4 件、形成外科 5 件、脳神経外科 2 件、 

整形外科 1 件、神経内科 4、泌尿器科 3 件、病棟 7 件 ） 

  ③佐賀整肢学園からの相談や適合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２件 

  ④他の地域（福岡、大分、北九州、鹿児島、長崎、唐津、鳥栖）からの相談 ・・・１６件 

２）高齢者や身体に障害をお持ちの方からの住宅改造に関する相談  

  ①福祉健康科学部門の実験室での相談・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０件 

 ②医学部附属病院や外来（リハ科やソーシャルワーカーなど）からの相談・・・・・ ６件 

 ③佐賀整肢学園からの相談や設計・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２件 

 ④ケアリフォームシステム研究会や工務店からの相談・・・・・・・・・・・・・・ ３件 

３）施設からの設備や機器具、あるいは施設設計などの相談 

 ①佐賀県  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６件 

 ②福岡県  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２件 

 ③大分県  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １件 

４）企業や施設からの福祉機器関連の相談  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５件 

５）委員会関連 

  ・厚生労働省：・障害者自立支援機器等研究開発支援事業プロジェクト構成員 

・障害者対策総合研究事業（身体・知的等障害分野）事前評価委員 

・テクノエイド協会：平成 25 年度福祉用具臨床的評価事業委員会委員 

  ・日本科学技術振興機構：Ａ－ＳＴＥＰ探索タイプ専門委員 

  ・国立障害者リハビリテーションセンター 

：・「障害者の健康づくり普及促進検討委員会」基礎研究検討委員会 

・佐賀県  ：・ＵＤ推進委員会副会長（ものづくり部会長）、 

        ：・佐賀県介護実習普及センターの在り方検討委員会委員 

・佐賀市  ：・佐賀市バリアフリー委員会委員、 

・唐津市  ：・唐津市福祉計画策定委員会委員長 
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１－２．松尾研究室における生活行動支援の普及活動 

１）研究会・研修会・講演会での発表や広報 

a.全国対象の研修会や講演会および生活行動支援の広報活動： 

①日本リハビリテーション工学協会の第37回車いすSIG講習会in沖縄にて、車いすの基礎「生活と

車いす」を講演（那覇1/12～1/13）。 

②国際障害者交流センター（ビッグ・アイ）で開催された障がい者のための人材育成講座「世界で活

躍する先輩が次の世代に託すこと」で、脊髄損傷者の生活方法と社会参加への心がけなどについて

講演した（大阪1/19～1/20）。 

③岩手大学で開催された日本リハビリテーション工学協会主催の東日本復興支援講習会に於いて、「万

一、歩けなくなっても大丈夫、車椅子を活用して楽しい生活を獲得できます！ ～身体機能と生活

方法、そして住環境に応じた、車椅子での生活の基本動作～」を講演した（岩手2/2～2/3）。 

④大阪で開催されたバリアフリー展において、㈱プラッツと共同研究で開発した「膝当て移乗ベッド

柵ニーパロ」とズレの少ないギャッジ機構を持った電動ベッド「ミオレットフォーユー」の紹介を

行った（大阪4/18～4/20）。 

⑤東京フォーラムで開催された第50回日本リハビリテーション医学会の第40回脳性麻痺研究会に於

いて、「最新の移動補助機具を使用した学齢期前障害児のリハビリテーションについて」講演し、

開発している移動遊具や補助電動装置などについて報告した（東京 6/15）。 

⑥日本リハビリテーション工学協会の車いすSIG講習会にて「生活と車いす」および「移乗や姿勢変

換などの機能」を講演（盛岡8/20～8/21）。 

⑦東京ビッグサイトで開催された国際福祉機器展において、㈱プラッツと共同研究で開発したずれの

少ない電動ギャッチベッド「ミオレットフォーユー」の紹介を行った（東京9/18～9/20）。 

⑧第11回ケアリフォームシステム研究会の特別講演にて、「脊髄損傷者の住まいを考える」というテ

ーマで講演（埼玉9/21～9/22）。 

⑨第12回車いすシーティング技能者講習会にて、「車いす適合実践論～車いすの使い方」を発表（横

浜市総合リハビリテーションセンター10/20）。 

⑩第 48 回日本脊髄障害医学会にて、OX エンジニアリングと共同開発している「着脱容易な電動ユニ

ットを装備した電動・手動兼用車いすの開発」を発表した（福岡11/14～11/15）。 

⑪西日本国際展示場にて開催された西日本国際福祉機器展に於いて、「福祉機器と住宅改修による自

立（律）生活支援」を講演した（北九州11/23）。 

⑫第14回脊損尿路管理研修会にて、「脊髄損傷者の排泄管理における自助具の工夫」というテーマで

講演（和歌山12/9）。 

⑬広島県民文化センター内にあるサテライトキャンパスひろしまに於いて開催された広島国際大学

の公開講座「咲楽塾・第2回リハビリテーション支援セミナー」で、「役に立つ福祉用具から人を育

てる福祉用具の開発へ」を講演した（広島12/14）。 

b.九州各県あるいは県を跨いだ範囲の方々を対象とした講演会や生活行動支援の広報活動 

佐賀県や佐賀市、唐津市、鳥栖市、上峰町、三日月町、県外では大分県などで開催された介護研修

会やスキルアップセミナー、介護保険関連セミナー、福祉課などでの勉強会、介護者研修会、ＮＰＯ、

発達医療センターおよび療育センター、特別支援学校（金立、伊万里、嬉野、中原など）、教育関連講

演会、公民館の高齢者教室、理美容師の会などで、生活行動支援や住宅改修、車いすの適合方法や車

椅子での生活方法、バリアフリー、ユニバーサルデザイン、社会環境改善などに関する講演を20回お

こなった。そのほかに、各種団体や個人の見学会を通して、当研究室の研究活動や成果を広報した。 

２）新聞やTVニュース、インターネットなどでの当研究室の活動掲載: 

松尾研究室の生活行動支援に関する研究や活動、あるいはその情報についての広報として、講演会
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の告知報道やインターネットなどにて、活動内容や研究成果、製品化情報などが紹介された。その中

でも今年度は、経済産業省が開催している「ものづくり日本大賞)で優秀賞を受賞したので、その受賞

に関する記事と写真を記載すると共に、その他の例を以下に示す。 

①リハビリテーション考「生きをひき取る」 九州栄養福祉大学 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部長 橋本隆先生 

筆者が脊髄を損傷して障害を持

った身体と戦っていた最も苦しか

った時期に、九州労災病院での治療

とリハビリテーションを中心とな

って推し進めて頂いた先生が、筆者

の受傷後から大学への復学、そして

就職して現在に至るまでのことを

素材にして書かれた記事です。当研

究室が取り組んでいる内容を良く

まとめて頂いているので紹介する。 

 筆者は交通事故で第９胸髄を損

傷後、回復の為に最も大切な時期で

ある急性期に一般の病院で半年間

過ごした。その後、九州労災病院に

転院して橋本先生に会ったのであ

る。そして、主治医の緒方甫先生の

医学的治療と泌尿器科の岩坪先生

の排尿管理方法の指導、そして理学

療法の橋本先生の生活方法の指導、

そして脊髄損傷の先輩方などが私

の心と身体を鍛え、生活への自信と

勇気を再獲得させて頂いた。その後

は、車椅子での移動やスポーツなど

を楽しみながら、仕事を獲得した。

この就職も前述の先生方や総合せ

き損センターの初代院長（故：赤津

隆先生）が九州労災病院の整形外科

部長であったことなど、幸運が重な

って総合せき損センター医用工学

研究室に就職でき、その流れから現

在の職を得たのである。この様な経

験が現在の部門の必要性と活動へ

と繋がっている。 

②ものづくり日本大賞の優秀賞を受賞（佐賀新聞2013年 12月 23日（月曜日） 山本礼史記者） 

佐賀大の松尾清美准教授（人間工学）ら産学連携の研究チームが開発した多機能車いすが、政府の

「ものづくり日本大賞」の優秀賞に選ばれた。体の負担を軽減するリクライニングシートで、理美容

や医療介護の分野で普及が進んでいる。東日本大震災の被災地でも活用され、高い評価を受けた。  

車いすは高さ１メートル、重さ 50 キロ。背もたれを後方へ傾けることが可能で、利用者が上体を

起こす時に体のずれが生じないようにする機能を持つ。座面の弾力性を調整して姿勢を変えずに長時

図１．西日本新聞に記載された筆者の受傷のリハビリテーション 
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間座れる構造も取り入れ、肘掛けを調節して車いすからベッド

や風呂などへの移乗もしやすくなるように設計した。  

大分市で訪問理美容を手掛ける会社「ビューティフルライ

フ」（田中晃一社長）から相談を受け、５年前から開発を進め

た。通常の車いすに座っての散髪や洗髪は難しいため、高齢者

や障害者にサービスを提供しにくいのが実情。そのため、理美

容室のいすと同じような多機能型の車いすをイメージし、体の

負担を軽くする技術を採用した。 市販化して全国で 130 台程

度を販売している。（以下、一部削除）  

松尾准教授は「座り心地を含め、利用者の視点に立った構造に

なっている。車いすもいろん

なタイプがあり、利用者に応

じて使い分けることで生活

の質の向上につながる」と話

す。（図２）。 

②バリアフリー住宅改修 

リフォーム業者ら研修（佐賀

新聞2014年 3月 18日（火）  

 松尾清美実験室にて、リフ

ォーム業者の方々へ、住宅の

バリアフリー環境を整える

ため知っておいて欲しい移

乗動作の基本などを伝達し

た。その研修状況が取り上げ

られた（図３）。 

３）附属病院や福祉施設などで  

の生活行動支援の普及活動 

 佐賀大学医学部において

は、北病棟や救急医療設備の

新築をはじめ、講義棟の改築

（図４)も始まり、バリアフ

リー工事が進んでいるが、附

属病院や一般の病院や施設に於ける車椅子などの福祉用具や施設環境は、未だにバリアフリー環境に

なっていない状況である。そのため、近年、病院や施設から車椅子等の福祉用具や施設環境の改善相

談が多くなってきている。そこで、病院や施設への生活行動支援の普及にも力を入れており、北九州

の小倉リハビリテーション病院

や佐賀県内外の高齢者施設など

の車椅子整備相談や使い方相談

をはじめ、特別支援学校のトイレ

や浴室での自立生活方法や福祉

機器の使い方、介助負担の軽減方

法などを伝達した。 

図２．開発した車椅子と筆者 

図４．改築が進む地域医療科学教育研究センターと講義棟 

図３．住宅改修の研修会を伝達する佐賀新聞の記事 
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２．著書・論文・学会発表 

２－１．著書・総説 

１）松尾清美：障害者（児）の生活環境改善による生活動作の改善、地域リハビリテーション、第 8 巻

第1号、p29-35、2013. 

２）松尾清美：生活と車椅子、車椅子の基礎、第37回日本リハビリテーション工学協会車いすSIG講習

会テキスト，p11～p20, 那覇, 2013. 

３）松尾清美：巻頭言「自立（律）生活を目指す」という考え方でリハビリテーションを進めることが

大切、総合リハ、41巻 7号、p609、2013. 

４）松尾清美：９．自動車運転用補助装置・特殊自動車、JOURNAL OF CLINICAL REHABILITATION、Vol.22, 

No.5, 2013. 

５）松尾清美：街に出たくなる車椅子、特集「心からリハする」、リハビリテーション・エンジニアリン
グ、Vol.28、No.3,p122 –p125, 2013. 

６）松尾清美：車いすテニスの普及とジャパンオープン第１回大会（1985年），時代を読む、ノーマライ

ゼーション障害者の福祉、Vol.8、p5、2013． 

７）松尾清美：自立・リハビリ・介護のための実用的なロボットとは、特別併設シンポジウム「自立・

リハビリ・介護のための実用的なロボット技術の創出」、第 35 回日本ロボット学会学術講演会寄稿原

稿冊子、2013.  

８）松尾清美：生活と車椅子（手動車椅子～電動車椅子を使った生活）、アクティブユーザーから学ぶ車

椅子、第38回日本リハビリテーション工学協会車いすSIG講習会テキスト，77～82,盛岡, 2013. 

９）松尾清美：万一、歩けなくなっても大丈夫、車椅子を活用して楽しい生活を獲得できます！ 

～身体機能と生活方法、そして住環境に応じた、車椅子での生活の基本動作～、日本リハビテーション

工学協会復興支援講習会テキスト、p5-p12、2013. 

２－２．学会発表・論文 

１)庄野菜穂子、音成道彦、松尾清美、他：頸髄損傷車いすテニス選手におけるメディカルサポート（第

二報）、第22回日本障害者スポーツ学会、和歌山、2013年１月. 

２）松尾清美：最新の移動補助機具を使用した学齢期前障害児のリハビリテーションについて、「脳性麻

痺児のMR画像解析の進歩と最新のリハ器具を使用したリハビリについて、第40回日本脳性麻痺研究

会、東京、2013年 6月. 

３）中村俊哉、桂律也、沖川悦三、松尾清美、他：車椅子とその使用者に対する歴史調査活動報告-車い

す SIG における歴史調査活動報告-、第 28 回リハ工学カンファレンス講演論文集, p283-p284,岩手、

2013年 8月. 

４）松尾清美、松永圭五、古賀愼弥、深野健太郎、清本太郎、石橋弘人、坂井吉祥：四肢麻痺者などが

自立操作可能なギャッチベッドの開発、第28回リハ工学カンファレンス講演論文集, p63-p64, 岩手、

2013年 8月. 

５）松尾清美、田中晃一、山形 茂生：理美容や医療の現場で使用することができる多機能車椅子の開発

と試用評価、第28回リハ工学カンファレンス講演論文集, p33-p34, 岩手、2013年 8月. 

６）北野義明、田中 理、松尾清美、沖川悦三、他：車いす利活用の未来を考えたロードマップの提案、

第28回リハ工学カンファレンス講演論文集,p285-p286, 岩手、2013年 8月. 

７）松尾清美：手動車椅子や電動車椅子の適合経験から未来の車椅子を考える,パネルディスカッション

３義肢装具での歩行と車椅子での移動を創る～歴史から未来を考える～、日本義肢装具学会誌 JSPO, 

Vol.29, p95, 佐賀, 2013年 10月. 

８）松尾清美，川口比呂志，辛川洋介、北島健郎、武富利勝、他：学齢期前重度肢体不自由児が自立移

動を獲得するための簡易移動機の市販化, 日本義肢装具学会誌JSPO,Vol.29,p231,佐賀,2013年10月. 
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９）松尾清美，沖川悦三，吉松春男、中尾彰宏：ミニカーをC6レベル頚髄損傷者が運転するための開発 

～その２～, 日本義肢装具学会誌JSPO, Vol.29, p267, 佐賀, 2013年 10月. 

10）松尾清美，有薗 央、千々和直樹、他：学齢期前の下肢障害児の成長に対応してサイズや背張り等の

調節をすることで、身体の変形を予防し、駆動し易い車椅子の開発, 日本義肢装具学会誌JSPO, Vol.29, 

p232, 佐賀, 2013年 10月. 

11) 丸山倫司, 松尾清美，河本直哉，樋田竜男：簡易型動作解析システムの開発, 日本義肢装具学会

誌JSPO, Vol.29, p268, 佐賀, 2013年 10月. 

12）村田知之、沖川悦三，松尾清美，浅見豊子：座面高の高さ設定が車椅子座位での両下肢交互駆動に

与える影響について, 日本義肢装具学会誌JSPO, Vol.29, p145, 佐賀, 2013年 10月. 

13）武智あかね、久保田珠、野田智美、那須賢一、美松尾清美：「移動遊具」の使用を通じて～移動経験

の重要性～、全国肢体不自由児療育研究大会、東京、2013年 10月. 

14）松尾清美、石井重行：着脱容易な電動ユニットを装備した電動・手動兼用車いすの開発、第 48 回

日本脊髄障害医学会、149、福岡、2013年 11月. 

15）光安由佳、松尾清美、小宮幸三：視覚障害をもつ重症心身障害児の能動操作の獲得～個別支援を行

う上での課題～、第18回福岡県作業療法学会、北九州、2014年 2月. 

 

３．共同研究と受託研究 

３－１．共同研究 

１）研究題目：利用者の自立をサポートする次世代介護ベッドの共同開発 

依頼者 ：株式会社プラッツ 

研究期間：2009年（平成21年）5月 14日～2014年（平成26年）6月 30日  

研究費総額：４，０００，０００円 

研究概要：介護ベッド利用者の事故が年間数十例発生する中、介護ベッドに対する様々な安全性が要

求されているが、「利用者の自立をサポート」「人間工学から見た安全性の再構築」「ベッド

と車いすの安全な移乗」などをテーマに次世代介護ベッドを開発した。平成 24 年度より、

発売を開始しており、好調な販売を継続している。図５は、開発したベッドの特徴で、リ

クライニングしても身体がずれない５モーションのリクライニング機構の説明図である。 

研究代表者：医学部 松尾清美 

  共同研究者： 株式会社プラッツ（松永圭五、古賀慎弥、深野健太郎、石橋 弘人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図５．プラッツと共同開発した５モーションのリクライニング機構 

③ランバー機構の動き 

④ヒップダウン機構の動き 
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２）研究題目： 高齢者用車いすの共同開発 

依頼者 ： 矢崎化工株式会社  

研究期間： 2011年（平成23年）8月 19日～2014年（平成26年）2月 28日 

研究費総額：２,５００，０００円 

研究概要：車いすを使用することは、寝たきりを予防するためにも、ベッドから離れ自立した生活を

するためにも大切なことである。トイレや浴室、食卓やリビングへの移動や移乗から、庭

や散歩など外での移動など、生活空間を広げることが出来るのである。この移動によって、

身体機能の向上はもちろん、精神機能の向上にもつながる。これらを実現するためのモジ

ュラー型車いすの開発を行うものである。また、第２期目となる平成24年 8月からは、矢

崎化工株式会社の「タッチアップ」という立ち上がり補助の福祉機器を発展させ、座位移

乗の安全性と自立性を高める福祉機器の開発も同時に進めることとなった。 

研究代表者：医学部 松尾清美 

共同研究者：矢崎化工株式会社 技術センター 渡辺 弘卓, 中村昌史, 高橋 朋継 

 

３）研究題目： 学齢期前の下肢障害児の成長に対応してサイズや背張り等の調節ができる車いすの開発 

依頼者 ： 株式会社 有薗製作所 

研究期間： 2011年（平成23年）9月 1日～2013年（平成24年）12月 31日 

研究費総額：２００，０００円 

研究概要：厚生労働省は、子供の成長に対応した車いすの作成を認めている。しかし、学齢期前や低

学年児用としては、採寸して作成するオーダー車いすがあるものの、成長対応となってい

るものは無いのが現状である。そこで、学齢期前の子供に適合でき、5 年程度の成長に対

応して、各部寸法の調整をすることで、成長に伴う変形を少なくすることができ、且つ駆

動し易い車いすの開発を行うものである（図６）。これによって、学齢期前から自立移動で

きる範囲を広げることで、身体機能や自立度を向上させることにつながると考えている。 

研究代表者：医学部 松尾清美 

共同研究者：株式会社 有薗製作所 有薗 央, 棈松 範光, 千々松 光, 千々和 直樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）研究題目：重度肢体不自由児の自立移動と自律生活に関する研究 

依頼者 ：平成２３年度 佐賀大学学長経費 研究シーズ事業 

研究期間：2010年（平成23年）7月 15日～2013（平成25年）3月 31日  

研究費総額：３，０００，０００円 

研究概要：自分の足では歩行できない学齢期前の身体障害児が自立して移動できるようにするため、

本人が所有している姿勢保持装置や車いすなどを載せて、自分で操作して自立移動できる自

立移動装置の開発と姿勢保持の固定装置の開発、および衝突時の安全性やコントロール性能、

図６．学齢期前の子供に適合し、その後の成長と共に調整して適合していける車いすの試作機の状況 

試作2号機と3号機       3号機の横の状況       正面      真上から見た状況 

④ヒップダウン機構の動き 
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段差の乗り越え性能の向上などの研究を進め、重度肢体不自由児が自律生活を獲得するため

の教育と支援方法を研究するものである（図７）。 

研究代表者：医学部 松尾清美 

共同研究者：医学部泌尿器科（魚住二郎）、医学部小児科（松尾宗明）、医学部リハ科（浅見豊子）、 

佐賀県工業技術支援センター（辛川洋介、川口比呂志）、㈱サンプラス（山口産興） 

佐賀整肢学園、株式会社戸上電機（武富利勝）、㈱佐賀プラント工業（北島健郎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）研究題目：グラフト重合法によって製作された綿糸で造られた布が病室の浮遊菌や常在菌に対する効

果の客観的計測評価 

依頼者 ：有限会社オオヤブ 

研究期間：2011年（平成24年）4月 19日～2014（平成26年）12月 31日  

研究費総額：５００，０００円 

研究概要：久留米絣製品の製造卸の㈲オオヤブは、グラフト重合法で製作された布を使って、脱臭や

除菌機能を持った袋やカーテンを製造して社会貢献している会社である。その製品であるカ

ーテンなどの脱臭・除菌効果について、客観的なデータを収集すること、および応用範囲を

検討することによって、臭いや感染などで困っている環境の改善方法を提案して、高齢者や

障害者の生活環境改善、あるいは病院や施設の感染予防対策などを通して社会貢献すること

が、この共同研究の目的である。図８に計測状況を示す。 

研究代表者：医学部 松尾清美 

共同研究者：医学部 病因病態科学（宮本 比呂志 教授）、附属病院感染制御部 （金子 ゆかり） 

            検査部（永沢 善三）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）研究題目：足駆動による短距離移動が容易な椅子の研究 

依頼者 ：株式会社岡村製作所 

研究期間：2011年（平成24年）8月 10日～2014（平成26年）5月 30日  

研究費総額：３，０００，０００円 

図８．トレーサビリティエアロバイオコレクターでの計測状況 

図７．学齢期前の自分では身体を動かせない子供に適合し、自立移動できる電動移動遊具の開発 

斜め前方の状況    側方の状況       斜め後方の状況   市販化タイプの３種の大きさ    ４方向スイッチ 

駆動部 

菌の収集機（BIOMERIEX社製 airIDEAL3P）トレーサビリティエアロバイオコレクターと収集状況、培養シャーレ              



佐賀大学 医学部地域医療科学教育研究センター           2013 年（平成 25 年）度 松尾清美研究室 

 

 

研究概要：今後の労働者人口の減少に伴い、高齢者ワーカー、障害者ワーカーの増加が予想される。

それに伴い、室内の短距離移動に不自由を感じているワーカーは増加すると思われる。また、

コラボレーションスペースや、ラーニングコモンズといった立ち座りの多い作業スタイルも

増えている。そこで、下肢に障害のある人のみならず、立ち座り動作が多い人達が使用する、

足駆動による短距離移動ができる椅子を開発する。足駆動による最新の車いす機能を日常使

用する椅子に融合させることにより、より快適で、かつ体への負荷を軽減でき、一般公共施

設や個人自宅において幅広く活用できる椅子を研究するものである（図９）。 

研究代表者：医学部 松尾清美 

共同研究者：神奈川県総合リハビリテーション事業団事務局研究部 沖川悦三、村田知之 

      株式会社岡村製作所 沼 直樹、高橋卓也、杉山 渉、原 永祐、浅田晴之 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）研究題目：快適な車いす及び在宅介護の向上を図るシャンプー台の開発 

依頼者 ：有限会社ビューティフルライフ  

研究期間：2011年（平成24年）11月 1日～2013（平成25年）10月 31日  

研究費総額： ５５０，０００円 

研究概要： 当大学との研究で新リンク機構を発案し、多機能車いすと移動シャンプー台を完成し、

発売を開始したところである。 

本研究では、同機構を自走車椅子に搭載し軽量化を図るものである。この研究応用により

在宅介護・医療の為の簡易シャンプー台の研究開発を行い高齢者等のＱＯＬ に貢献する。こ

の研究によって、福祉の分野でこの車いすとシャンプー台を使用できるようになれば、その

意義は大きい。また、社会的にも高齢者や障がいのある方の利用者にとってもずれにくい新

リンク機構や体圧分散等を含む機能改善をした車いすの開発や在宅療養中の方々へ向けた簡

易シャンプー台は必要な研究開発であり、高齢化を向えた利用者全国の方々の為にも活用さ

れることから開発は急務である。 

研究代表者：医学部 松尾清美 

共同研究者：有限会社ビューティフルライフ 田中晃一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９．株式会社岡村製作所での打ち合わせ状況と各種椅子 

図 10．有限会社ビューティフルライフと開発した多機能車椅子とシャンプー台 
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８）研究題目：電動駆動によるオフィス向け及び公共施設向け椅子の共同研究と評価の実施 

依頼者 ：株式会社岡村製作所 

研究期間：2013年（平成25年）８月19日～2014（平成26年）９月30日  

研究費総額：５００，０００円 

研究概要：下肢不自由なオフィスワーカーや高齢化社会に於いて、電動駆動装置を搭載したオフィス

向け及び公共施設向けの椅子開発を進めている中で、実際に使用される環境で考慮されるべき

安全性や利便性を追求するとともに、市場の要求事項や法規にかかわる内容も研究テーマに取

り込み、総合的に研究・評価を実施する。より一層社会に貢献できる製品開発を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．松尾清美の平成24年度 産学連携関連業務実績一覧 

４－１．佐賀大学知的財産登録（1件）と技術移転実施契約（2件） 

特許等出願  2 件 
 

発明の名称 国 出願日 出願番号 

自動車用座席 日本 H25.6.26 特願 2013-133819 

動作解析装置および動作解析方法 日本 H25.10.25 特願 2013-222585 

 

特許等登録 3 件 
 

発明の名称 国 登録日 登録番号 

事務用車椅子 日本 H25.7.12 第 5313655号 

駆動装置およびそれを備えたキャスター付屋内移

動装置 
日本 H25.7.26 第 5324983号 

椅子 日本 H25.12.20 第 5433832号 

 

技術移転実施契約 2 件 
    

発明の名称 契約種別 契約日 出願・登録等番号 契約企業 
収入金

額 
実績 

姿勢補助椅子 特許権実施許諾 H19.11.29 特願 2007-216371 H社（国内） 非公開 収入 

椅子 特許権実施許諾 H24.5.10 特願 2008-299789 B 社（国内） 非公開 収入 

図11．上に示す岡村製作所の様々な椅子から新たな椅子の創作を行った 
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４－２．産学連携によって開発した機器の普及啓発活動 

 １）バリアフリー展 

期 日：2013年 4月 19日（木）～4月21日（土） 

場 所：インテックス大阪 

広報概要：㈱プラッツと共同研究で開発したズレの少ないギャ

ッジ機構を持った電動ベッド「ミオレットフォーユ

ー」の発表を行った（図12）。 

２）キッズフェスタ2012 

期 日：2013年 4月 18日（木）～20日（土） 

場 所：東京流通センター 

広報概要：株式会社佐賀プラント工業と佐賀県と共同開発している子供用電動移動遊具のデモンスト

レーションと試乗会を行った。 

 ３）日本リハビリテーション工学協会の車いすSIG講習会 

期 日：2013年 8月 20日（火）～21（水） 

場 所：盛岡 

広報概要：ベッドへの膝当て移乗方法を伝達するため、㈱プラッツと共同研究で開発した「ミオレッ

トフォーユー」および「膝当てニーパロ」を使って講習した。 

４）日本リハビリテーション工学協会主催の第27回リハ工学カンファレンスin岩手  

期 日：2013年 8月 22日（木）～24（土） 

場 所：盛岡 

広報概要１：㈱プラッツと共同研究で開発したミオレットユーについて、「背や臀部のずれを生じな

いギャッチアップ機構と電動ベッドの開発」と題して、ポスターセッションにて発表した。 

広報概要２：株式会社佐賀プラント工業と佐賀県と共同開発した簡易移動機について、「重度身体障

害児の自立移動を目指した簡易移動機の開発」と題して、簡易異動機を持参し発表した。 

広報概要３：株式会社有薗製作所と共同開発した成長対応子供用車椅子を展示して発表した。 

５）東京国際福祉機器展 

期 日：2013年 9月 18日（水）～20（金） 

場 所：東京ビッグサイト 

広報概要：㈱プラッツと共同研究で開発したズレないベッド「ミ

オレットフォーユー」を展示発表した（図13）。 

 ６）西日本国際福祉機器展 

期 日：2013年 11月 22日（木）～23（土） 

場 所：西日本総合展示場（北九州） 

広報概要：NPO 福祉用具ネットのブースにおいて、「福祉機器と

住宅改修による自立（律）

支援」について講演を行っ

た。また、㈱プラッツと共

同研究で開発したズレな

いベッド「ミオレットフォ

ーユー」と膝あて移乗そう

ち「ニーパロの」展示を行

った（図14）。 図14．西日本国際福祉機器展でのニーパロの使い方説明 

図 12．バリアフリー展での展示状況 

図 13．HCR展での展示状況 
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酒見 隆信   教授（専任）部門長 

小田 康友 准教授（専任） 

福留 健司   准教授（専任） 

青木 洋介 教授（兼坦・国際医療学講座） 

江口有一郎   教授（兼坦・肝疾患医療支援学講座） 

江村  正    准教授（兼坦・卒後臨床研修センター） 

吉田 和代 准教授（兼坦・卒後臨床研修センター） 

 

事務補助員 植田美穂、木本晶子 

スキルストレーナー 原口まさ美、山崎加奈枝 

 

はじめに 

 現在、医療教育部門は専任 3 名と兼坦 4 名、事務補助員２名、スキルストレーナー２名

で学部内の協力・支援を得て業務を遂行している。以下はその主業務である。 

 

1 担当教育科目 

1.1 医学科 PhaseⅠ：大学入門科目「医療入門」Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ担当。 

1.2 医学科 PhaseⅢ：フェイズチェア。臨床医学科目 PBL・TBL 管理 

1.3 医学科 PhaseⅣ：コミュニケーショントレーニング実施 

1.4 医学科 PhaseⅤ：選択コース 

「ハワイ大学臨床推論ワークショップ」「教育能力の開発」「海外臨床実習」実施 

2 臨床技能教育・評価 

2.1 ３・４年次「臨床入門」実施 

2.2 ４年次末共用試験 OSCE 実施 

2.3 ５年次末 Advanced OSCE 実施 

2.4 医療面接模擬患者グループか“のぞみ”運営 

3 カリキュラム運営、評価・開発 

3.1 PhaseⅢアンケートを用いたプログラム評価 

3.2 PhaseⅢユニット CBT を用いた学生の学力評価と個別指導 

3.3 共用試験 CBT 成績を用いた教育評価 

3.4 卒業試験成績を用いた国家試験対策 

3.5 スキルラボ管理 

4 国際交流 

4.1 国際交流部会長担当 



4.2 国際交流提携校との交換留学 

4.3 医学教育振興財団英国臨床実習応募支援 

4.4 非提携校への留学派遣・受け入れ支援 

5 社会貢献 

5.1 琉球大学 FD 講師、ハワイ・沖縄プロジェクト顧問 

5.2 九州大学非常勤講師 

5.3 医学教育学会代議員、コア・コンピテンス委員会委員 

 

このように当部門は、直接の授業・実習担当はもちろん、カリキュラム評価・開発、国

際交流まで、幅広い業務を担っている。 

中でも、臨床技能訓練は少人数指導と反復練習が不可欠であるが、医師・常勤教員には

そのプログラムを維持するマンパワーは期待できず、スキルトレーナーの二名が実施して

いる。医師ではなく看護師としてのバックグラウンドをもつスキルトレーナーの教育の質

は、教員同等以上のものが保たれていることが、学生アンケートから読み取れる。 

カリキュラムの評価・開発、あるいは試験を通しての学生の学力分析・個別指導は、膨

大な情報処理が必要になるが、これも事務補助員の二名の協力によって実施している。教

育担当部署・担当者への即時のフィードバックが可能となっていることが、本学の講義や

PBL テューターへの評価が年々向上している一因となっていると思われる。 

共用試験ならびに卒業試験 OSCE の運営、「医療入門」科目の運営には、卒後臨床研修セ

ンターの江村准教授、吉田准教授の多大な指導・助力をいただいている。青木教授、江口

教授には、国際交流業務の主力を担っていただいている。 

25 年度末をもって、これまで当部門を率いてこられた酒見教授が退任された。教育部門

という新しい部門をゼロから立ち上げ、教育の運営、評価・質向上に重要な役割を担う部

門へと成長させてこられた酒見教授の仕事を発展させ、国際標準と日本の特性を両立させ

た優れた教育システムを構築していきたい。 



H25 年度活動実績 
 地域包括医療教育部門 小田康友 

１．学部教育 
区分 授業科目名 対象学科・学年 コマ数 

教養教育(主題科目) 海外留学の勧め 医学科・看護学科１年 1 
講義 Unit1地域医療 医学科３年 20 
 医療入門Ⅰ 医学科１年 1 
 医療入門Ⅱ 医学科２年 8 
 臨床入門 医学科３-４年 72 
実習 医療入門Ⅰ 医学科１年 4 
PBL テューター Unit1地域医療 医学科３年 6 
臨床実習 総合診療部実習 医学科５年 42 
選択コース PBL教育方法の学習・開発 医学科６年次 28 
 海外臨床実習 医学科６年次 8 
 
２．研究指導等 
 大学院指導学生  修士１名 
 
３．教育研修等 

【学内】 
 PBL チューターのための PBL 研修会主催（5 月 9 日）  
 TBL 研修会主催（5 月 27 日） 
 医学教育に関する特別講演会主催（8 月 3 日）  
 H25 年度共用試験医学系 OSCE 評価者認定講習会主催（9/28、10/6、10/27） 

【学外】 
 琉球大学医学教育フェローシップ（8 月 10 日） 
 旭川医科大学 FD（8 月 30 日） 

 
４．組織運営活動 

 全学教育機構運営委員 
 国際交流推進センター・学生交流部門委員 
 教育委員会委員 
 教育広報部会長 
 PhaseⅢ検討部会委員長 
 国際交流事業推進部会長 
 シナリオ検討部会長 



 地域枠入学生用特別プログラム委員 
 カリキュラム改訂 WG 委員 
 図書館医学分館運営委員委員 
 PhaseⅢチェアマン 
 3-4 年次「臨床入門」教科主任 
 6 年次選択コース「海外臨床実習」教科主任  

 
５．研究領域 

 役員等 
   日本医学教育学会代議員 
   日本医学教育学会 コア・コンピテンス教育委員会 

 助成金 
佐賀県鍋島閑叟公顕彰医師留学支援事業奨励金 400 千円 
日本学生支援機構 留学生交流支援制度奨学金 320 千円 
科学研究費助成事業の応募申請に係るインセンティブ 588 千円 

 
６．その他 

 「医学・看護学教育通信」を隔月発行、医学部ホームページに掲載 
 模擬患者グループ“のぞみ”顧問 



H25 年度  スキルトレーナー活動報告書 
 
 活動目的   学生のクリニカルスキル向上  

将来の医療従事者としての姿勢・態度の変容の足がかりとなる 
 担当者    原口まさ美・山﨑加奈枝 
 活動内容   3 年次・4 年次の臨床入門クリニカルスキルの授業において、講師と共  

に学生に技術指導を実施。 
         その他 

授業時の資料作成・物品準備 学生の自己評価表集計。 
学生の自己学習時の対応 （特に mini-OSCE 前・再試験前）。 
スキルスラボ：メンテナンス・管理 
Phase3 クリニカルスキルプログラムアンケートの実施 

 
＜活動の詳細＞ 

 
 
 

授業名 時間数 授業名 時間数 
【医療入門１Early Exposure・看護実習】  【４年次臨床入門】  
車いす移乗の援助 ９時間 眼底鏡・耳鏡の見方 ６時間 

病棟看護体験実習 １２時間 神経診察 ６時間 

【医療入門 3 学外ケア実習】  TPR シートの見方 １時間 

血圧測定（希望者のみ） 1 時間半 医療面接（ SP 参加型ロールプレイ）  

【３年次臨床入門】  【４年次１-２月臨床入門】 ７時間半 

バイタルサイン ６時間 採血実習 ４時間半 

腹部診察法 ６時間 異常心音の理解 ４時間半 

呼吸器診察法 ６時間 シミュレータ ６時間 

診察に必要な体表解剖の理解 １時間半   

呼吸器シミュレータ ６時間   

循環器診察法 ６時間   

循環器シミュレータ ６時間   

医療面接（SP 参加型ロールプレイ） ７時間半   

頭頸部診察法 ６時間   

異常心音の理解 ６時間   

乳房・直腸診察法 ６時間   

mini-OSCE ７時間   

臨床入門筆記試験 ３時間   



Phase3 クリニカルスキルプログラム アンケート 
 
調査対象：H22・23 年度 医学科 3 年生（H25・26 年度分は、H26 年 7 月にアンケート実施予定） 
調査日：「臨床入門」授業終了日 
調査内容： 
１．1 回の授業/実習時間（90 分）は適切でしたか 
２．授業時間数は適当でしたか 
３．スキルトレーナの人数は適切でしたか 
４．スキルトレーナの講義や実技の説明は分かりやすいものでしたか 
５．実施の内容や方法は興味がわくような工夫がなされていましたか 
６．質問・相談しやすいような配慮がされていましたか 
７．スキルトレーナが医師ではなく訓練を受けた看護師であったことで、学習に問題が生じましたか 
８．毎回の実習の最後に簡単なテストを行う事は、内容の理解を深めるのに有用でしたか 
９．臨床入門筆記試験を行う事は、内容の理解を深めるのに有用でしたか 
１０．このプログラムに参加して臨床技能の知識や技能が増えたと感じましたか 
１１．このプログラムに参加して臨床技能の重要性や興味を感じましたか 
１２．臨床医学と並行して臨床技能を学んだことは、講義や PBL・TBL に役立ちましたか 
１３．総合的に見て本プログラムは 3 年次医学生に有益だと思いますか 
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H25 年度 医療教育部門事務室実績報告書            担当：植田美穂・木本晶子 

 内 容 時間・人数 
PhaseⅠ 医療入門Ⅰ 付添い実習における外来患者と学生のマッチング 10 時間、学生 110 名 

医療入門Ⅰ early exposure 学外実習施設への事務連絡  
医療入門Ⅰ 医療面接デモンストレーション模擬患者手配・打ち

合わせ・資料作成・レポート集計 
1 時間、SP 1 名 

PhaseⅡ 医療入門Ⅱ 医療面接 RP 模擬患者手配・打ち合わせ・資料作成・

レポート集計 
3 時間、SP18 名 

PhaseⅢ PBL 関連講義 学生アンケートおよび出欠の集計・ユニット毎

報告・報告書作成 
640 時間 

3 年次クリニカルスキル 医療面接 RP 模擬患者手配・打ち合わ

せ・資料作成・レポート集計 
6 時間 

SP のべ 32 名 
4 年次臨床入門講義 学生アンケートおよび出欠の集計・報告 48 時間 
4 年次臨床入門 カリキュラム管理、打合わせ 96 時間 
4 年次臨床入門 医療面接 RP 模擬患者手配・打ち合わせ・資料

作成・レポート集計 
9 時間 

SP のべ 49 名 
ユニット CBT 運営（問題入力・試験監督・結果集計・報告） 6 回 
TBL 運営（IRAT・GRAT 採点・集計、応用課題の質管理） 53 回 
mini-OSCE 運営 本試・再試 
共用試験 OSCE 運営補助 採点結果入力、データ管理、録画、

模擬患者手配・打ち合わせ・トレーニング・振り返り 
本試・再試 

SP のべ 11 名 
CBT システム管理・運営  
e ラーニングシステム管理・運営  
PBL モニタリングシステム管理・運営  
共用試験 CBT 結果の分析  
医師国家試験過去問を使用した CBT システムの構築  

PhaseⅣ 総合診療部実習 SP セッション 模擬患者手配・資料作成・録画・

振り返りコメント入力・レポート集計 
12 時間 

SP のべ 213 名 
Advanced OSCE 運営補助 試験録画、模擬患者手配・トレーニ

ング・振り返り 
本試・再試 

SP のべ 12 名 
PhaseⅤ 選択科目「PBL 教育方法の学習、開発」 オリエンテーション

資料作成・レポート集計 
9 グループ 
学生 34 名 

模擬患者

関連 
模擬患者グループ“のぞみ”運営（スケジュール管理・連絡・ト

レーニング・謝金手続き・報告書作成等） 
SP 23 名 

国際交流

関連 
学生の海外派遣に関する手続き【ハワイ大学 WS・輔仁カトリッ

ク大学・KMC 臨床実習】（連絡窓口、参加者募集・選考、オリ

エンテーション、事前学習資料準備、奨学金申請、報告） 
７名 

留学生受け入れに関する手続き（カリキュラム管理、実習先への

依頼、宿泊・交通・終了証の手配、奨学金申請、報告） 
７名 

JASSO 奨学金申請書類作成（一人あたり 80,000 円） 4 名 



H25 年度 模擬患者グループ“のぞみ”活動記録 

 

月 日 時 間 内 容 
4 15 14：00～15：30 H25 年度第一回打ち合わせ 

15：30～16：30 Advanced OSCE 振り返り 

5 

 

1 16：15～17：15 Advanced OSCE 再試験 

13 14：30～16：00 5 年次総合診療部実習 

6 

 

 

3 14：30～16：00 5 年次総合診療部実習 

24 14：00～14：30 見学者に対する説明 

14：30～16：00 5 年次総合診療部実習 

7 

 

 

 

16 14：30～16：00 5 年次総合診療部実習 

16：00～16：30 唐津看護専門学校 OSCE 説明 

29 14：00～15：30 シナリオ練習 

31 14：00～15：30 シナリオ練習 

9 

 

 

 

9 14：30～16：00 5 年次総合診療部実習 

16：00～17：00 唐津看護専門学校 OSCE 打ち合わせ 

30 14：30～16：00 5 年次総合診療部実習 

16：00～17：00 新人シナリオ練習 

10 

 

21 14：30～16：00 5 年次総合診療部実習 

30 13：00～15：30 3 年次医療面接ロールプレイ 

11 

 

6 13：00～15：30 3 年次医療面接ロールプレイ 

11 14：30～16：00 5 年次総合診療部実習 

12 16 14：30～16：30 5 年次総合診療部実習+持ちネタ相談会 

1 

 

 

 

 

 

15 14：00～16：00 4 年次臨床入門医療面接ロールプレイ 

20 14：30～16：00 5 年次総合診療部実習 

16：00～16：30 OSCE 新人オリエンテーション 

22 14：00～16：00 4 年次臨床入門医療面接ロールプレイ 

29 14：00～16：00 4 年次臨床入門医療面接ロールプレイ 

16：00～17：00 共用試験 OSCE シナリオ読み合わせ 

2 

 

 

3 16：00～17：00 共用試験評価者との打ち合わせ 

8 8：30～16：00 共用試験 OSCE 

10 14：30～16：00 5 年次総合診療部実習 

3 

 

 

 

 

3 14：30～16：00 5 年次総合診療部実習+共用試験 OSCE 再試打ち合わせ 

16：00～17：00 Advanced OSCE シナリオ読み合わせ 

5 14：00～15：30 共用試験 OSCE 再試 

10 14：00～15：00 Advanced OSCE 練習 

19 8：30～17：30 Advanced OSCE 

 



平成 25 年度 スキルスラボ利用状況報告書 

 
                            平成 26 年 5 月 30 日 

 

                    大坪芳美  山崎加奈枝  原口まさ美 

                  

 

 学生サークル SILS による「学外 BLS 講習会」や附属病院看護部や看護学科教員による研修

会の開催など、昨年に引き続き学外者向けの講習会が活発に行われ、より幅広く活用されてい

る。平成 25 年度は実習棟改修工事に伴う移転作業等のために利用できない時期もあり利用者

延べ人数は、24 年度に比べると 300 人弱減少し 5,902 人であった。平成 21 年度から 5 年間の

スキルスラボ利用者推移を図 1に示す。 

 

図 1  スキルスラボ利用者推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年度から 25 年度の利用者数の月別比較を、図 2 に示す。さらに平成 25 年度スキルス

ラボ利用者の状況を月別・利用者別に表 1 に示し利用状況を比較し検討した。 

 
図 2  利用者数比較 
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表 1  平成 25 年度 スキルスラボ利用状況    

 

  利用者数 内     訳 

学生 学内職員 学外者 

授業 自主学習 

25 年 4 月 626 400 92 66 68 

5 月 557 368 71 98 20 

6 月 365 295 58 42 10 

7 月 503 343 22 81 17 

8 月 571 25 73 7 466 

9 月 664 273 76 181 134 

10 月 374 265 26 19 64 

11 月 378 90 76 112 100 

12 月 288 175 54 59 0 

26 年 1 月 769 729 24 16 0 

2 月 575 236 336 3 0 

3 月 232 0 40 54 138 

合計 5902 3229 918 738 1017 

 

学生サークル SILSは、中・高校生対象（附属中学校・龍谷高校）、PT・OT対象（副島病

院）、保育士対象（新栄保育園、脊振保育園）にした「学外ＢＬＳ講習会」をおこなった。

また附属病院看護部や看護学科教員による学外者向け講習会も活発に行われ、スキルスラボは

大学の地域貢献に役立ち十分に活用されているといえる。 

平成 25 年度利用者を月別に比較し、図 3 に示す。8 月はオープンキャンパスや社団法人佐賀

県看護協会の研修会参加の学外者の利用が増加し、4～7月は実習での利用が増加、1月はOSCE

実施に向けての実習や 2 月はその自己学習のために多く利用された。 

 

図 3 月別利用者内訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



次に学外者利用状況の詳細について表 2 に示す。 
 
表 2 学外者利用詳細 
 

日 程 内 容 

参加者数 

担 当 講 座等 開催場所 

学内 学外 

4/5 看護協会 新人職員研修 1 68 成人・老年看護学講座 学内 

5/10 龍谷高校 BLSセミナー 8 17 学生サークル SILS 龍谷高校 

6/29 BLSセミナー 30 10 学生サークル SILS 学内 

7/7 BLS講習会 9 17 卒後臨床研修センター 済生会唐津病院 

8/7 看護協会訪問看護師養成講習会 1 40 附属病院看護部 学内 

8/8 オープンキャンパス 20 200 学生サービス課  学内 

8/9 ACLS研修会 1 11 救命救急センター 医師会 

8/20 保健所 BLSセミナー 6 13 学生サークル SILS 佐賀中部保健所 

8/21 看護協会研修会 2 50 成人・老年看護学講座 学内 

8/28 附属中学 BLSセミナー 12 152 学生サークル SILS 附属中学校 

9/9 副島病院 PT・OT BLS 講習会 6 12 学生サークル SILS 副島病院 

9/26 BLS 講習会 1 30 救命救急センター 島田病院 

9/28 ALSワークショップ 30 90 学生サークル SILS  学内 

10/14 日本内科学会 JMECC 10 12 卒後臨床研修センター 学内 

10/18 新栄保育園 BLSセミナー 8 27 学生サークル SILS 新栄保育園 

10/26 脊振保育園 BLSセミナー 5 25 学生サークル SILS 脊振保育園 

11/15 排尿機能セミナー 10 100 泌尿器科 学内 

3/1 赤ちゃんの緊急時対処法講習会 4 18 女性医師支援窓口 学内 

3/21 ACLSワークショップ 40 120 学生サークル SILS 学内 



地域包括医療教育部門支援活動報告 

指導教員の熱意や学生サークル「SILS （旧蘇生の会）」の意欲的な活動により学内外の講習

会等を活発におこなった。以下に①腹部超音波入門講座、②学生サークル「SILS （旧蘇生の

会）」の活動を紹介する。 

① 腹部超音波入門講座 

平成 21 年度から腹部超音波入門講座を開催し、5 年が経過した。平成 25 年度は      

肝疾患医療支援学講座の河口康典先生にご協力いただき、参加した学生の評判も大変よく、案

内メール送信当日に定員の 5 名に達する月もあった。平成 25 年度の開催日程および受講者の

内訳を表 4 に示す。 

 

表 4 腹部超音波入門講座 開催日程および受講者 

日   程 受 講 者 

平成 25 年 4 月 25 日（水） 
医学科学生 3 名 

職員  2 名 

5 月 29 日（水） 
薬剤部実習生  3 名 

職員  2 名 

6 月 20 日（水） 
医学科学生 2 名 

職員 3 名 

7 月 18 日（水） 
看護学科学生 4 名 

職員 1 名  

9 月 18 日（水） 

薬学部実習生 2 名 

大学院生 1 名 

職員  2 名 

10 月 23 日（水） 
医学科学生 3 名 

職員 2 名 

11 月 20 日（水） 職員 1 名 

平成 26 年 1 月 22 日（水） 
医学科学生  1 名 

職員 2 名 



②救急医療サークル「SILS」（医療教育部門支援）活動報告 

  10211022 小出容平 

【沿革と概要】 

SILS は「蘇生の会」という名で救急救命に関する学習活動をする団体として 2003 年に創部さ

れました。当初は定期的に ACLS（Advanced Cardiovascular Life Support：二次救命）の学

習会を行うことを主な活動としていましたが、2008 年の夏から、学生どうしで BLS（Basic Life 

Support：一次救命）を教え合う活動を新たに始め、学生間での心肺蘇生法ならびにインスト

ラクション能力の向上を目指してきました。 

2010 年の秋からは一般の方々に BLSを普及する活動を本格的に開始し、2014年 5月現在、

すでに 20 回以上の一般の方向け BLS 講習会を開催しています。2010 年度よりサークル名を

現在の「SILS（Saga-univ. Instructors of Life Support）」と改め、今後は学内外での BLS 講

習会を活動の軸にしつつ、ACLS や下級生の実習指導、メンバー間での勉強会など、幅広く活

動をしていこうと考えています。 

【学内 BLSセミナー】 

 学生どうしで BLS を教え合う「学内 BLS セミナー」は、年間 2～3 回開催され、昨年度ま

でで 20 回、延べ 300 名以上が受講しました。昨年度は 6 月 29 日に鍋島キャンパスで行い、

約 30 名の１年生が参加し、SILS のメンバーになってくれました。主な対象は学内の学生です

が、他学部や他大学・医療系専門学校からも広く参加者を受け入れてきました。受講生は二回

目以降の参加の際はインストラクターとして指導する側にまわり、新たな受講生に BLS を教

え、自分の知識の再確認をするとともにインストラクションの手法を学びます。最近では、産

業医科大学、九州大学、聖マリア学院大学、長崎国際大学、長崎大学、熊本大学、崇城大学、

大分大学、鹿児島大学でも同様の BLS セミナーが開催されるようになり、大学の垣根を越え

てインストラクター同士の交流の機会も増えています。 

【学外（一般向け）BLS講習会】 

 医学生として、心肺蘇生法や AED の使い方を普及することで地域貢献をしていこうという

考えから始まったのが学外 BLS 講習会です。以前からも個人として BLS を一般向けに教える

機会はありましたが、サークルとしての正式な講習活動が始まったのは 2010 年 10 月で、これ

まで 12 回にわたって講習会を開催しました。昨年度は以下の 6 回となります。 

・2013 年 5 月 10 日：龍谷高校  高校生 17 名 

・2013 年 8 月 20 日：佐賀中部保健所  患者会（めぐみ会）13 名 

・2013 年 8 月 28 日：佐賀大学文化教育学部付属中学校  中学生約 150 名 

・2013 年 9 月 9 日：副島病院  PT・OT さん 12 名 

・2013 年 10 月 18 日：新栄保育園  保育士さん約 30 名 

・2013 年 10 月 26 日：脊振保育園  保護者の方々約 30 名 

2014 年度も一般の方」に BLS を教える場を設け救急医療の普及を行いたいと考えています。 



【学内イベントでの BLS講習会】 

 2013 年 8 月 8 日に催された佐賀大学オープンキャンパスで BLS のブースを出し、イベント

に参加した人に BLS を教えました。内容については学外 BLS 講習会と変わりません。 

【学生 ACLSワークショップ】 

 本サークルの活動の起点となったこの活動は、全国の医療系学生が、AHA（アメリカ心臓協

会）が開催している ACLS コースをアレンジした 2 日間のプログラムを通して、救命のプロフ

ェッショナルとしての知識と技術を学ぶ講習会です。 

 全国各地の大学で同様の活動が行われており、年間およそ 10～15 回のワークショップが開

催されていますが、九州では 2008 年から「ALL 九州」として九州圏内の大学が持ち回りで、

半年に 1 回のペースでワークショップを開催しています。佐賀大学ではこれまでに 2008 年 3

月、2008 年 9 月、2010 年 9 月、2012 年 3 月と 4 回学生ワークショップを開催しました。そ

の際参加した学生は運営・参加者・インストラクター合わせて学内外で 150 名ほどにのぼりま

す。今年度は 2014 年 3 月 21～22 日に鍋島キャンパスで開催し、多くの学生から「楽しかっ

た。」「参加してよかった」との喜びの声を頂きました。 

【学内 ALSセミナー】 

 上で紹介したワークショップは BLS・ACLS の両方を 2 日かけて学ぶものですが、参加でき

る枠は限られています。そこで 2011 年度より年１回ペースで、BLS を既に受講した人限定で

ACLS の 1 日コースを開催しています。事前予習を徹底することにより参加者到達度も高く、

また1日の参加でACLSの勉強ができるのは良いなどと参加した人からは大変好評をいただい

ています。 

【下級生の実習指導協力】 

 2008 年からは医学科の１，２年生を対象に行われる実習にも協力しており、1 年生には BLS

を、2 年生には ACLS と気道管理を指導しています。また、2011 年度からは看護学科 3 年生

の病棟実習前の BLS 実習の手伝いもしています。 

【その他】 

・他大学で開催される BLS のセミナーや全国の大学で行われるワークショップにインストラ

クターとして参加しています。 

・インストラクターとして活動をするための講習会（インストラクションの技術や心得につい

ての）も定期的に開催をしています。 

・学外 BLS の運営の中心となる部員は AHA の BLS ヘルスケアプロバイダーの講習会を受け資

格を取っています。中にはそのさらに上のインストラクターの資格を持っている者もいます。 

・AHA の ACLS Provider のコースを受講した者も多数います。 

・今後は、BLS・ACLS といった心停止のみを扱った勉強会だけでなく、外傷や小児救急、脳

卒中や心血管疾患など、幅広く救急に関する勉強会を学生主体でやっていきたいと考えていま

す。 



SlLS 学外活動 報告書 

08211028 品田 公太 

 

イベント名： 3rd 龍谷高校ＢＬＳ講習会 

日  時  ： 2013 年 5 月 10 日（金） 

場  所  ： 龍谷高等学校 

対象・人数： 高校生（1．2．3 年）17 名。6 ブース作成。 

講習内容 ： 成人ＢＬＳ（hands-only-CPR） 

 

 

インストラクター（学科・学年） 

       渡瀬瑛（医 5)、品田公太、吉村元樹（医 4)、                                     

      井川寛子、小出容平、中川拓也、西村優希（医 3)、山崎弘貴（医 2） 

 

 

 機材  ：リトルアン＋成人人形 7 体、ＡＥＤトレーナー7 台、銀マット 7 枚、 

プロジェクター、スクリーン、マイクセット 

           ｉPad，ＰＣ 

 

【タイムスケジュール】 

16：00～     機材積み込み次第出発。到着したら会場設営 

17：00～17：10   挨拶、導入 

17：10～17：25    胸骨圧迫の練習 

17：25～17：45    ＡＥＤの練習 

17：45～17：50    いのちのバトン 

17：50～18：20    一連の流れを練習 

18：20～        アンケート記入、交流タイム、片づけ 



SlLS 学外活動 報告書 
 

ll211098 山崎 弘貴 

 

イベント名：2013 年度佐賀大学オーブンキャンパス 

日  時    ：2013 年 8 月 8 日（木）8：30～16：00 

場  所    ：佐賀大学医学部キャンパス(講義棟 1203 室) 

対  象    ：オープンキャンパスを訪れた高校生や保護者(200 名ほど)             

内  容    ：ＡＥＤの使い方と Hands‐onlyＣＰＲ 

 

 

インストラクター(学科学年） 

 渡瀬 瑛(医 6)、品田公太(医 5)、中川 拓也(医 4)、石瀬 裕子(医 3)、田代卓(医 3)、 

   山崎 弘貴(医 3)、黒木 洋平(医 2)、中村由梨(医 2)、中島 央律紗(医 1)、 

   平川雄大(医 1)、小野詩織(看 1)、川原千穂(看 1)、下條優美(看 1） 

 

 

         

機 材. ：成人ＢＬＳ人形 8 体、ＡＥＤトレーナー8 台、銀マット 16 枚 

  

【タイムスケジュール】 

8：30  インスト集合、会場設営 

9：00  学生課にて受付、リハーサル 

9：30～ 高校生や保護者、中学生に対してインストラクション 

16：00  後片付け、解散
 



SlLS 学外活動 報告書 

 08211028 品田 公太 

 

イベント名 ： めぐみ会 出張講習会 

日  時   ： 2013 年 8 月 20 日（火） 

場  所    ： 佐賀中部保健所 

対象・人数 ： めぐみ会（難病の会）13 名 

講習内容  ： 熱中症、成人ＢＬＳ（hands-Only-CPR） 

 

 

インストラクター（学科・学年） 

                  品田公太（医 5)、小出容平、西村優希（医 4)、浜口美緒（看 4） 

山崎弘貴（医 3)、平川雄大（医 1） 

 

 

       機 材    ：リトルアン 2 体、ＡＥＤトレーナー 2 台、銀マット 2 枚 

配布資料 

 

【タイムスケジュール】 

      12：30～          機材積み込み次第出発。到着したら会場設営 

13：30～13：35    挨拶、導入 

13：35～14：10    熱中症 

14：10～14：30      休憩  

14：30～15：00      成人ＢＬＳ（hans-only-CPR） 

15：00～      機材返却・解散 

 



SＩＬＳ 学外活動 報告書 

10211061 中川 拓也 

 

イベント名 ：1st 佐賀大学文化教育学部附属中学校ＢＬＳ講習会 

日  時   ：2013 年 8 月 28 日（水） 

場  所    ：佐賀大学文化教育学部附属中学校対象・ 

人  数     ：中学生（3 年）152 名。20 ブース作成。 

講習内容  ：成人ＢＬＳ（hands-only-CPR） 

 

 

インストラクター（学科・学年） 

          渡瀬瑛（医 6)、 

           浜口美緒（看 4）小出容平、中川拓也、西村優希、高松優光、松岡優毅（医 4） 

           山崎弘貴、田代卓（医 3）黒木洋平、村田干博（医 2）平川雄大（医 1） 

外部インストラクター 

九州大学 4 名 熊本大学 2 名 聖マリア学院大学 2 名 

 

 

機 材     ：リトルアン＋成人人形 20 体、ＡＥＤトレーナー20 台、銀マット 12 枚、 

            ＰＣ   

 

 【タイムスケジュール】 

8：30～          機材積み込み次第出発。到着したら会場設営 

10：35～10：45    開会式 

10：45～10：50    デモンストレーション 

10：50～11：05    前半組 胸骨圧迫の練習／後半組 ＡＥＤの練習 

11：05～11：20    前半組 ＡＥＤの練習／後半組 胸骨圧迫の練習 

11：20～11：35    いのちのバトン 

11：35～11：55    一連の流れを練習 

11：55～         アンケート記入、交流タイム、片づけ  

       ～15：00    機材返却・解散 

 



平成 25 年度  地域包括医療教育部門 研究業績一覧 
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臓病における腎臓専門外来のあり方についての検討，第 56 回日本腎臓学会学術総会，

2013,5,10-12，日腎会誌 55, 3, 394 

7. 高島 毅, 野中 康徳, 吉崎 真衣, 岸 知哉, 宮園 素明, 池田 裕次, 酒見 隆信：ネフロ

ーゼ症候群における、蛋白漏出シンチグラフィの意義の検討，第 56 回日本腎臓学会学

術総会，2013,5,10-12，日腎会誌 55, 3, 390 

8. 宮園 素明, 岸 知哉, 高島 毅, 吉崎 真衣, 野中 康徳, 池田 裕次, 酒見 隆信：アドリ



アマイシン誘発腎疾患ラットにおける炭酸カルシウム投与による腎 Klotho 発現に対す

る影響，第 56 回日本腎臓学会学術総会，2013,5,10-12，日腎会誌 55, 3, 368 

9. 大坪 芳美, 江村 正, 酒見 隆信 ：医学部低学年における小グループ討論の有用性と問

題点－1 年次と 2 年次のアンケート調査結果より，第 45 回日本医学教育学会，

2013,7.26-27，医学教育 44, Suppl, 199 

10. 品田 公太, 北山 仁久, 吉村 元樹, 井川 寛子, 小出 容平, 中川 拓也, 松岡 優毅, 酒

見 隆信：学生 BLS インストラクターの成長における振り返り手法について，第 45 回

日本医学教育学会，2013,7.26-27，医学教育  44, Suppl, 183 

11. 伊東 こずえ, 菊川 誠, 小田 康友, 谷口 純一, 藤崎 和彦, 吉田 素文 ：模擬患者と共

に開発する医療コミュニケーション学習の方向性(第 3報)，第 45回日本医学教育学会，

2013,7,26-27，医学教育 44,Suppl. Page198 

 

２）地方規模の学会         

1. 古賀佑一, 佐藤早恵, 福田誠, 高島毅, 岸知哉, 宮園素明, 池田裕次, 酒見隆信：診断、

治療に難渋した無菌性腹膜炎の透析患者，第 46 回九州人工透析研究会，2013,11,24 

2. 北島聡, 冨吉嘉幸, 岡本典子, 福島辰朗, 岸智恵, 池田裕次, 酒見隆信, 桑原伸夫：経管

栄養開始後に汎血球減少を来した後期高齢維持透析患者の一例，第 46 回九州人工透析

研究会，2013,11,24 

3. 大塚 伸, 内海 沙織, 中村 恵, 高島 毅, 岸 知哉, 宮園 素明, 酒見 隆信, 池田 裕次：

肺胞出血を来した急速進行性糸球体腎炎(RPGN)の一例，第 43 回日本腎臓学会西部学

術大会，2013,10,11-12，日腎会誌 55, 6, 1224 

4. 福田 誠, 佐藤 早恵, 高島 毅, 岸 知哉, 宮園 素明, 池田 裕次, 酒見 隆信 ：当院での

IgG4 関連疾患の 3 例，第 43 回日本腎臓学会西部学術大会，2013,10,11-12，日腎会誌 

55, 6, 1220 

5. 内海 沙織, 大塚 伸, 中村 恵, 高島 毅, 岸 知哉, 宮園 素明, 池田 裕次, 酒見 隆信：

抗凝固療法治療中にヘパリン起因性血小板減少症を発症した一例，第 43 回日本腎臓学

会西部学術大会，2013,10,11-12，日腎会誌 55, 6, 1218 

6. 野中 康徳, 斧沢 幸司, 力武 修一, 吉崎 真衣, 高島 毅, 岸 知哉, 宮園 素明, 池田 裕

次, 青木 茂久, 酒見 隆信 ：ネフロン癆-髄質嚢胞性疾患群(NPH-MCKD)の関与が考え

られた慢性間質性腎炎の一例，第 43 回日本腎臓学会西部学術大会，2013,10,11-12，日

腎会誌 55, 6, 1207 

7. 松本 圭一郎, 吉崎 真衣, 金谷 晶子, 福成 健一, 宮園 素明, 池田 裕次, 酒見 隆信：

薬剤による TINU 症候群の発症が疑われた症例，第 43 回日本腎臓学会西部学術大会，

2013,10,11-12，日腎会誌 55, 6, 1178 

 

 



【外部資金等】         

1. 酒見 隆信：科学研究費補助金 基盤研究 C（分担）「中堅看護師の『倫理的悩み』に関

する実態および倫理支援システムの構築」50,000 円 

2. 小田 康友：佐賀県鍋島閑叟公顕彰医師留学支援事業奨励金  医学生海外研修事業「佐

賀大学・輔仁大學交換留学臨床実習プログラム 2013」400,000 円 

3. 小田 康友：日本学生支援機構 留学生交流支援制度奨学金  短期研修・研究型「佐賀大

学・ハワイ大学医学部交流」320,000 円 

4. 評価反映経費｢PBL/TBLにおける教育方法改善支援システムの構築事業｣ 2,000,000円 

5. 評価反映経費「教育用機器の充実事業」1,090,000 円 

 

【学内資金】 

1. 小田 康友：科学研究費助成事業の応募申請に係るインセンティブ  588,000 円 
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